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始めに 

厳しい競争が展開される今日のグローバル市場において、企業の俊敏性

はもはや競争優位性ではなく、生き残りのための強みです。俊敏性とは、

常に変化する機会やリスクなどの行動を必要とする状況をタイムリーに

察知し、対応するための能力です。現在の複雑化の要因としては、ビジ

ネスに求められるスピードが速くなったことと、企業を超えて発生する

様々な活動を把握しビジネス・プロセスを動的に変化させたいという要

求です。 
 

企業が俊敏性を獲得するには、IT 部門がコンピューティング・インフラ

ストラクチャーとビジネスを整合させながら、今までにないレベルのパ

フォーマンス、柔軟性、洞察をサポートすること、すなわち何が起こっ

ているのか、どのタイミングで対応すべきか、何をすべきかを把握する

必要があります。 
 

整合性によって俊敏性をサポートするために、多くの IT 組織が素早く

サービス指向アーキテクチャー (SOA) を導入しました。SOA とは、ア

プリケーションやシステム関連のテクノロジーへの既存の投資を活用し

て、即応性の高い IT インフラストラクチャーを構築するための包括的

な戦略です。 
 

このホワイト・ペーパーでは、俊敏性と整合性を支える重要な IBM テ

クノロジーの 1 つ、ビジネス・イベント処理 (BEP: Business Event 

Processing) を取り上げます。しかし、BEP の詳細に触れる前に、その前

身となった技術について簡単に説明しましょう。 
 
 

イベント処理 

イベント処理は、企業全体で発生するイベント (またはアクティビ

ティー) を検出し、それに対応する能力です。イベントとは、企業の状

態の変化を表す電子的な信号、すなわちメッセージです。例えば、新規

顧客の追加、製品の販売、積み荷の受け取り、セキュリティー・ドアの

開放、GPS による資産の現在の場所などはイベント・メッセージで表す

ことができます。イベント処理は単一イベントや複合イベントから進化

して、今ではビジネス・イベントに焦点を当てるようになりました。 
 

単一イベント処理 

単一イベント処理は新しい概念ではありません。過去 40 年にわたり、

企業では 1 つのソース、すなわち同じ種類のイベント・タイプを検出し、

それに対応する形の単一イベント処理を使用してきました。「イベント 

A が発生したら X を実行する」というような形式です。単一イベント

処理では、「「積み荷の受け取り」イベントが発生したら、在庫データベー

スにその数量を追加する」というような指定が行われます。 
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複合イベント処理 

大規模な組織では毎日数千万件というイベントが発生します。しかし、

イベントやイベントの発生のすべてが同等に重要であるわけではありま

せん。洞察を提供するには、関連性のある、あるいは関連性のなさそう

なイベントのパターンが 1 つ以上のソースから発生したときに判断を

下し、そのイベント・パターンへの対応の実行を調整する能力が必要で

す。このようなソリューションに対するカスタム・コードを記述する複

雑さ、それに要する膨大な時間とコストを考えて、特にこれらの要件に

対処するために登場したソフトウェア・テクノロジーが複合イベント処

理 (CEP: Complex Event Processing) です。図 1 を参照してください。 

 

図 1 複合イベント処理の概要 



ビジネス・イベント処理 
4 ページ 

 

CEP は、類似/関連イベント、欠落イベント、集合イベントなどからイベ

ント・パターンを検出し、それに対応するための機能を提供します。CEP 

はまた、パターン検出をコンテキストと関連付け、「<時間枠> 内にイベ

ント A および B が発生し、イベント C が発生しなかった場合、<時間

枠> 後に X、Y、Z を実行する」というようなパターンに時間の次元を

適用する機能を提供します。以下では CEP を使用して、既存の顧客を

細かく絞り込んでアップセルする機会を特定し、販売チームによるフォ

ローアップ・アクティビティーに着手する例をご紹介します。 

 

If: 

72 時間の間に顧客が Web サイト上で特定の製品を調べ、詳細情報を入

手するためにヘルプ・デスクに電話をかけてくるが、製品の購入には至

らない 
 

Then: 

販売フォローアップ・トランザクションを送信して CRM システム内の

顧客/製品アクティビティーを更新し、その顧客をダイレクト・メールの

システムに追加し、5 日後にその顧客に「お問い合わせありがとうござ

いました」という電子メールを送信する 

 

CEP はまた、複数のイベント・パターンや集約したイベント・パターン

の検出もサポートします。例えば、Web サイトでの「ログインの失敗」

イベント・パターンの検出により、2 分以内に誤ったパスワードを 3 回

入力した場合と定義したり、「アクセス拒否」イベント・パターンは、ロ

グインのイベント・パターンが 2 回失敗したときと定義したりできます。 

 

この数年で、数多くのベンダーがさまざまなレベルで CEP 機能をサ

ポートする製品を発表してきました。これらの初期製品で採用された

アーキテクチャーと機能セットにより、CEP は多くの場合、以下のよう

な専門的なアプリケーション要件を満たすのに使用されてきました。 

 
 大量の同種のイベント・タイプ 

 時間と順序が予測可能なイベントと複合パターン 

 極めて短時間の間に発生するイベント・パターン 

 大半が静的で、IT 部門によって保守される処理ロジック 

この結果、CEP は現在では主に金融サービス・セクターにデプロイされ、

株式取引を始めとするアプリケーションをサポートしています。こう

いったアプリケーションでは一般に買い注文イベントと売り注文イベン

トが数秒のうちに予測可能な順序で発生し、処理ロジックの変更はまれ

です。 
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ビジネス・イベント処理 

業界やアプリケーション分野を超えてイベント処理要件に対処し、社内

でのコンシューマビリティー (使いやすさ) を向上させるには、新たな

機能が必要となります。このニーズにより、企業の俊敏性を支える力と

使いやすさを集めた、CEP ベースの新しいテクノロジー、ビジネス・イ

ベント処理 (BEP: Business Event Processing) が開発されました。図 2 を

参照してください。 

 

BEP は CEP の機能を拡張したもので、グラフィカルで、プログラマチッ

クでないユーザー・インターフェースを備えています。このインター

フェースによって、ビジネス・ユーザーはイベントの処理ロジックを自

身で管理できるようになるため、価値実現までの時間と総所有コストを

大幅に削減できます。 

 

BEP は、以下に示すようなより幅広いアプリケーション要件をサポート

できる点で CEP と異なります。 

 
 複数のソースから発生する大量の異種のビジネス・イベント・タイ

プ 

 特定の時間や順序で発生しないビジネス・イベントと複合パターン 

 イベント処理ロジックに対する頻繁な変更 

 ビジネス・ユーザー自身が保守するイベント処理ロジック 

このような拡張機能と、ビジネス・ユーザー向けのグラフィカルなイン

ターフェースの組み込みによって、柔軟性が改善され、価値実現までの

時間が短縮しました。 

図 2 ビジネス・イベント処理の概要 
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BEP は業界やアプリケーション分野を超えて、イベント処理要件、およ

び変化に対する即応性の向上ニーズをサポートします。BEP がサポート

する機能を活用できる用途のいくつかを、以下に示します。 

 
 申請のレビューと承認 

 ケース管理 

 コンプライアンス 

 カスタマー・サービス 

 例外検出 (アラート) 

 不正使用検出 

 ID 盗用 

 マーケティングとセールスの調和 

 サプライ・チェーン最適化 

 適用エリアは無限！ 

WebSphere Business Events 

IBM WebSphere® Business Events は、多様な業界やアプリケーション分

野で必要とされる、膨大な量の要求と処理要件を満たしてビジネス・イ

ベント処理をサポートすることに特化した IBM ソフトウェア・プロダ

クトです。これに劣らず重要なのが、コンシューマビリティーです。グ

ラフィカルでコーディング不要のユーザー・インターフェースを多用す

ることで、実装を大幅に簡素化し、ビジネス・ユーザーが直接イベント

処理ロジックを開発・管理できるようにしました。 

 

WebSphere Business Events は以下のような基本的な要素で構成さ

れています。 

 
 ビジネス・イベントに対する接続性 

 ビジネス・イベントの評価および相関付けのためのイベント処理エ
ンジン 

 ビジネス応答 (アクション) の開始 
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ビジネス・イベントは、ファイアウォールの内側、外側を問わず、コン

ピューティング・インフラストラクチャーとその周辺のあらゆる場所に

存在します。イベントはシステム間で直接やり取りされるほか、通信バッ

クボーンにプッシュされて、他のシステムに使用されたりします (パブ

リッシュ/サブスクライブや要求/応答など)。 

 

ビジネス・イベントには関連データが含まれている場合があります (た

だし、常に含まれているわけではありません)。またビジネス・イベント

は、企業とその周辺全体で発生したり、発生しなかったりします。ビジ

ネス・イベントには以下のように、未加工 (実) イベント、合成 (派生) イ

ベント、およびイベント・パターンがあります。 

 
 未加工 (実) イベントは、人間との対話、システム、デバイスによっ

て発生します。このイベントは、特定のアクティビティーが発生し
たことを表します。例えば、イベントによって、「見込み客が Web 
サイト上で情報を要求した」、「特定の製品が倉庫に到着した」、「仕
入れ価格が変更された」、「温度が変化した」、「組み立て工程が停止
した」などのアクティビティーが発生したことが分かります。 

 合成 (派生) イベントは動的に作成され、イベント処理エンジンに
よって再処理されます。合成イベントは再帰的処理の要件をサポー
トします。これはイベント・データを集約したり、単に特定のイベ
ントのインスタンスがもう 1 つ発生したことを示すのに便利です。
この集約を通じて、今度は関連性のある、または関連性のなさそう
なイベントについて、特定の複合パターンを検出できます。合成イ
ベントは、過去 3 日間の平均温度の記録や、過去 30 日間の最低
販売価格の文書化、一定時間内にイベント・パターンが発生したか
/しなかったかを判断するための遅延イベント処理ロジックのトリ
ガリングなどのために生成されます。 

 イベント・パターンとは、1 回以上の同一イベントや関連するイベ
ント (未加工イベントまたは合成イベント) の発生です。パターン
を形成するユーザー定義イベントは、いつでも、どのような順序で
も発生します。例えば、「オンライン・ユーザーが 2 回ログインを
試み、ログイン失敗と見なす 3 回目に到達した」、「見込み客が 
Web とヘルプ・デスクで 2 回価格の見積もりを要求したが、最後
の見積もり要求から 7 日以内に購入していない」などです。 
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ビジネス・イベントの処理エンジンとは、特定のイベントの発生やパター

ンの検出、評価、相関付けを行い、それに対応するためのソフトウェア・

システムです。処理エンジンは、特定のイベントの受信または要求、ユー

ザー定義の処理ロジックの実行、および定義されたイベントやパターン

が検出された際にアクション・メッセージの生成・送出を行います。 
 
ビジネス・アクションは電子的な信号またはメッセージで、アクション

を起こすべきイベントやパターンが検出されたことを示すために処理エ

ンジンによって生成され、システムに直接 (または通信バックボーンを

介して) 送られます。アクション・メッセージには、常時ではありませ

んが、関連データが含まれる場合があります。アクションは結果イベン

トと考えることもできます。 
 
WebSphere Business Events のコンポーネント 

WebSphere Business Events には設計および実行時環境が含まれます。こ

れらの環境は共用のオブジェクト・リポジトリーを通じて統合されてい

ます。図 3 を参照してください。 

図 3 WebSphere Business Events のコンポーネント 
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設計環境 
設計環境は、IT 部門とビジネス・ユーザーが共同でイベント処理システ

ムを定義および管理するプロセスをサポートします。設計環境には、ビ

ジネス・イベント処理に必要なすべての資産を定義するためのグラフィ

カル・ユーザー・インターフェース (GUI) が装備されています。 

 

情報インフラストラクチャーを管理および制御する責任から、状況を説

明するイベント、アクション、特定の条件 (フィルター)、および処理で

利用されるユーザー・コンソール・フォームといったビルディング・ブ

ロックは、IT 側で定義します。さらに、どのようなイベントやパターン

でアクションを起こすべきか、またどのような対応アクションを開始す

べきかといったビジネス・ユーザーの知識を重視して、処理ロジックや

ダッシュボードのグラフや図表はビジネス・ユーザー自身が定義および

管理できるようになっています。 

 

ビルディング・ブロック (イベントおよびアクション) の定義 

IT 部門では GUI を使用して、イベントとアクション、それらのデータ

のペイロード、さらにはそれらの受信/配信のための接続戦略といったビ

ジネス・イベント処理のビルディング・ブロックを定義します。定義が

済むとビルディング・ブロックは抽象化層を通じて公開されます。抽象

化層は、イベント処理ロジックを指定するユーザーを低レベルの詳細情

報や定義から分離する役割を果たします。これによってこれらの要素を

ビジネス用語で公開することが可能になります。図 4 を参照してくださ

い。 
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図 4  データ定義とプロパティーによる、イベントおよびアクションのビルディング・ブロッ
クの定義 

ビジネス・イベントの対話 (ロジック) の定義 

WebSphere Business Events には、プログラミングが不要なグラフィカル

なインターフェースが用意されているため、ビジネスおよび IT のどち

らのユーザーも、通常拡張 SQL プログラミング言語として公開されて

いるイベント処理言語 (EPL: Event Processing Language) や、使用するに

はプログラマーが必要なスクリプト記述言語インターフェースを使用せ

ずに、イベント対話 (処理ロジック) を指定できます。 

 

IT ユーザーが事前に定義したイベントおよびアクションのビルディン

グ・ブロックは、ドロップダウン・リストに追加されます。ビジネス・

ユーザーはそれらをマウスでポイントし、クリックするだけで、イベン

ト対話を構築できます。処理ロジックの保全性を確保するために、ユー

ザー・インターフェースではアクセス許可された論理的なイベント、条

件、アクションのみを選択できるようになっています。 
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イベント対話の定義の一環として行われる条件 (フィルター) の定義 

条件はデータの評価やイベント・パターンの定義に使用できます。例え

ば、購入金額が 225,000 ドルを超えた顧客を対象として「プラチナ会員」

の条件を定義したり、「ログイン失敗」イベントが 3 回発生した場合を

「ログイン失敗」条件用のパターンとして定義することができます。す

べての条件は再利用可能で、イベント対話を定義する際に選択して利用

できます。 

 

イベント対話は、事前定義済みのビルディング・ブロック内の情報から 

WBE が生成したドロップダウン・リストをマウスでポイント/クリック

し、イベント、条件、アクションの対を選択するだけで定義できます。 

図 5 イベント対話の定義  
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ダッシュボードのグラフおよび図表の定義 

WebSphere Business Events のダッシュボードには、イベント処理エンジ

ンによって処理されたアクティビティーを表す図表やグラフを表示でき

ます。この Web ベースのインターフェースは、ビジネス・ユーザーと IT 

ユーザーの両方をサポートするように設計されています。操作にはポイ

ント & クリックやドラッグ & ドロップが使用され、アクセス許可され

た、関連性のある資産だけが選択できるように表示されるため、図表や

グラフの作成が大幅に簡素化されます。図 6 を参照してください。 

図 6 WebSphere Business Events ダッシュボードに表示される図表の例 

ユーザー・コンソールのタスクおよびアラートの定義 

WebSphere Business Events のユーザー・コンソールは、IT 部門によって

カスタマイズされた、タスク・リストやイベントの処理によって発生し

たアラートを表示するための Web ベース・フォームです。 図 7 を参

照してください。 

 

図 7  WebSphere Business Events ユーザー・コンソールに表示される情報の例 
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オブジェクト・リポジトリー 

オブジェクト・リポジトリーは、イベント処理環境を制御する資産情報

を保守し、ライフ・サイクルの段階的な開発とデプロイメント、および

アクセス権をサポートする手段を提供します。(図 8 を参照してくださ

い。)リポジトリー内のすべての定義済みの資産は分離オブジェクトとし

て保持されるため、再利用と漸進的な開発が可能になります。イベント、

アクションおよびデータ、接続性、対話、条件 (フィルター) の定義は

いずれも、設計時に分離されます。リポジトリーはまた、ビジネス・ユー

ザーにシステムと対話する能力を提供するのに不可欠な、強力な意味体

系の抽象化層の役割を果たします。この層の働きにより、ビジネス・ユー

ザーはビジネス用語を使用して、自力で処理ロジックを管理できます。 

図 8. WebSphere Business Events オブジェクト・リポジトリーの内容 
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実行時環境 

WebSphere Business Events 実行時環境を駆動するのは、ビジネス・イベ

ントの処理エンジンです。この処理エンジンは非同期ネットワーク・ア

プリケーションです。処理エンジンは起動時やリフレッシュ時にオブ

ジェクト・リポジトリーをメモリーに読み込みます。実行される処理ロ

ジックはユーザー定義のイベント対話で定義されます。定義されたイベ

ント対話 (実行可能なアクティビティー) が検出されると、エンジンは

アクションを生成・送出して、後続の処理を調整します。図 9 を参照し

てください。 

図 9. WebSphere Business Events 実行時環境 

 

BPM と BAM との相乗効果 

ビジネス・プロセス・マネージメント (BPM: Business Process 

Management)、ビジネス・イベント処理 (BEP)、ビジネス・アクティビ

ティー・モニタリング (BAM: Business Activity Monitoring) の方法論はそ

れぞれ異なる問題を解決するために設計されたものであり、スタンドア

ロン実装により効力を発揮します。 
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しかし、これらの方法論を統合すると、極めて大きな相乗効果が生まれ

ます。BPM は、ビジネス・プロセスの定義、モデリング、シミュレーショ

ン、実行を担当します。 BPM には、ビジネス・プロセス実行 (BPE: 

Business Process Execution) プラットフォームなどの他の方法論が含まれ

ます。そのため、BEP はアクションを起こすべきビジネス状況の存在を

検出することを可能にして調整済みの対応を実行し、BAM は KPI のモ

ニタリング、例外の検出、図表やグラフによる状況把握のために利用さ

れます。これらの方法論を双方向的に統合すると、相手が検出したこと

に対する応答と通知の両方が可能になります。 
  

例えば、WebSphere Business Events などの BEP 製品は、BPE プラット

フォームと BAM ユーティリティーの両方に重要なイベント・パターン

を発見したことを通知します。これに対応して、BPE プラットフォーム

が新しい同期ビジネス・プロセスを実行し、同時に BAM ツールがグラ

フを更新して、例外状況をハイライトします。処理が完了すると、新し

いビジネス・プロセスはその結果を新しいイベントとして  WebSphere 

Business Events に送り、BAM ユーティリティーは例外条件が検出され

たことを示すイベントを送出します。この閉ループにより、何が起こっ

ているのか、いつアクションを起こせばよいのか、さらに何をすべきか

を知ることができます。この組み合わせによって、動的なビジネス・プ

ロセスの実行を新しいレベルで実現できます。図 10 を参照してくださ

い。 

図 10. ビジネス・プロセス・マネージメント、ビジネス・イベント処理、ビジネス・アクティ
ビティー・モニタリングの相乗効果 
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SOA との相乗効果 

BEP で可能な相乗効果のもう 1 つの例が、サービス指向アーキテク

チャー (SOA) との対話です。SOA は企業がサービスを重視してビジネ

ス・プロセスを把握できるようにするアーキテクチャーです。 SOA は 

IT コンポーネントをビジネス・コンポーネントと整合させるのに役立ち

ます。 

 

BEP によって、以下に示すいくつかの方法で SOA の俊敏性を向

上させることができます。 

 
 BEP 対応のアプリケーションを使用することで、ビジネス・ユー

ザーは自分の業務に対する管理能力を高めることができます。 重
要な現象が発生した場合、直ちにその現象を観察して、リスク、機
会、その他対応が必要なビジネス状況を特定することができます。 

 適切にセットアップすると、BEP によってイベントを分離した形
で使用して、異なるサービスやアプリケーション間に情報を配信す
る機能が提供されます。その結果、この情報のコンシューマーとプ
ロデューサーは基盤となる内部プログラミングを理解する必要が
なくなります。 

 つまり、BEP によって、ビジネス・ユーザーがビジネス・イベン
ト処理システムの動作と機能を定義、修正、理解できるようになる
のです。これによって IT リソースと予算への依存度が軽減され、
ビジネス・ユーザーはパターンの追加や修正、ルーティング方針の
変更といったプロセスの動作を自分で修正できるようになります。 

BEP はまた、SOA リファレンス・モデルとも連携させることができま

す。サービスはイベントを送出し、イベント処理の結果を受け取ること

ができます。イベント処理自体は、イベントのコンシューマーやプロ

デューサーにより近いパーツを使い、エンタープライズ・サービス・バ

ス (ESB: Enterprise Service Bus) の拡張機能として実行されます。BEP は、

BEP システムが状態を検知するワークフローで構成されたビジネス・プ

ロセスをトリガーでき、そこから通知の送出や追加のアクションのオー

ケストレーションを行うことができます。図 11 を参照してください。 
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図 11 SOA によるイベントのサポート 

サマリー 

ビジネス・イベント処理、特に IBM WebSphere Business Events 製品は、

企業の俊敏性を向上させるとともに、企業が機会やリスクが発生したと

きにそれを感知し、それに対応する能力を大幅に高めるための要件を満

たします。イベント処理テクノロジーにおける長年の経験に基づいて 

IBM が投入した WebSphere Business Events 製品は、ビジネス・ユーザー

がイベント処理を自力で直接管理できるようにして、イベント処理のパ

ワー、柔軟性、価値実現までの時間を新たなレベルに引き上げました。

SOA を採用されているお客様は、WebSphere Business Events を統合コン

ポーネントとして利用することにより、この目標達成のためにパワーと

柔軟性を拡張できます。 

 

詳細情報 

WebSphere Business Events 製品の詳細については、IBM 担当者または 

IBM ビジネス・パートナーにお問い合わせいただくか、以下の Web サ

イトをご覧ください。ibm.com/jp/software/websphere/bpm/wbe/

 

http://www.ibm.com/software/integration/wbe


 

 



 

 



 

WSW14031-USEN-00 

 
 

 
 

 
 
© Copyright IBM Corporation 2009 
 

日本アイ・ビー・エム株式会社 
ソフトウェア事業 
〒106-8711 東京都港区六本木 3-2-12 
 
Produced in Japan 
2009 年 5 月 
All Rights Reserved 
 
IBM、IBM ロゴ、ibm.com、および 
WebSphere は、International Business 
Machines Corporation の米国およびその

他の国における商標または登録商標です。

これらおよび他の IBM 商標に、この情

報の最初に現れる個所で商標表示 (® ま
たは ™) が付されている場合、これらの

表示は、この情報が公開された時点で、

米国において、IBM が所有する登録商標

またはコモン・ロー上の商標であること

を示しています。このような商標は、そ

の他の国においても登録商標またはコモ

ン・ロー上の商標である可能性がありま

す。現時点での IBM の商標リストにつ

いては、ibm.com/legal/copytrade.shtml の
「Copyright and trademark」をご覧くださ

い。 
他の会社名、製品名およびサービス名等

はそれぞれ各社の商標です。 
 

http://www.ibm.com/
http://www.ibm.com/legal/copytrade.shtml
http://www.ibm.com/websphere
http://www.ibm.com/

	始めに
	イベント処理
	単一イベント処理
	複合イベント処理
	Then:
	ビジネス・イベント処理


	WebSphere Business Events
	WebSphere Business Events のコンポーネント
	設計環境
	ビルディング・ブロック (イベントおよびアクション) の定義
	ビジネス・イベントの対話 (ロジック) の定義
	イベント対話の定義の一環として行われる条件 (フィルター) の定義
	ダッシュボードのグラフおよび図表の定義
	ユーザー・コンソールのタスクおよびアラートの定義

	オブジェクト・リポジトリー
	実行時環境


	BPM と BAM との相乗効果
	SOA との相乗効果
	サマリー
	詳細情報

